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言語情報の誤解に対するメタ認知を促す授業： 








作るという活動を取り入れた learning by teaching 型の演習授業を紹介し，こうした演習授業
を，小中高の学校段階へも導入することを提案した。 
 



































































































第７回 各班の作成資料を配布し，全員で検討     
















































































































現れていて，発表もおもしろく聞けました。   
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   考えていた者が，「どうせあほや，悪かったなぁ」と言った。 
例２）「食べていいよ」と言われ，テーブルの上を見ると食べ物がのっていたので，それを食べた。し 
   かし食べてよいのはテーブルの上のものではなく，実は別のものだった。 
例３）「ナスにはあまり味がない」，そんなことを話題にしていたら，そのうちのひとりは，「知人の那 
   須（なす）というヤツに個性がない」という内容のつもりで，５分以上も話につき合っていた。 
例４）約束をしていた相手に用事ができて会えなかったとき，メールで「うそつき」みたいに返事した   
   ら，「大事な用事なんだから仕方がないだろう」と本気で怒られた。冗談のつもりだったが，伝 

























 岡山出身のＩ君が広島の大学に入学して野球部に入りました。野球部一年生で野球の道具の片づけをし  
ている時に、作業が遅れていたＫ君（広島出身）にＩ君が声をかけました。その時の会話。 
 
Ｉ君  「やっと練習終わった～、はよ～片づけてゆっくりしよ。」 
Ｋ君  「ほんまじゃな。はよ～片づけて帰ろう。」 
Ｉ君  「じゃあ、皆で一斉に片付けようや。」 





Ｉ君  「Ｋ～、はよ～しね～や！」 
Ｋ君  「は～？ワレ何言いよるんじゃ！」 
Ｉ君  「え？なんで怒っとん？」 
Ｋ君  「ワレが死ね！言うけ～じゃろうがっ！」 
Ｉ君  「いやいや、違うけ～、話聞いて～や・・・。」 
















 例 2 
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    とかそっくり。うらやましいなぁ～」 
  Ｂ子「ふ～ん。まぁよくいわれるんだよね。だけど、あんまり私、○○好きじゃないし。 


















  ★葉足らずが生んだ誤解・・・ 
 
   これはマナブの言葉足らずが生んだ誤解といえます。いくら仲の良い友達とは 
  いえ言葉足らずで伝わる場合と、伝わらない場合がありますので、いらない誤解  
  は避けて仲の良い友達とは良い関係を築いていきたいものですね。 
 
 









     
   
  ★先輩の言葉をまに受けたための誤解 
 
       いくら先輩が「好きなものを注文していいよ」と言ってくれても、そこは奢って 
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   もらう立場です。この場合先輩の注文した料理の金額を考慮しながら自分の食べたい料理を注  
  文しましょう。例文から考えると、これ以降マスミさんはチトセさんに対して気軽に奢ってあげよう 










          ◎何でも好きなものを選べよ、と言っておごってもらえる場合 
          コンビニにて・・・ 
           先輩「何でも好きなものを買っていいぞ。」 
           後輩（自分）「じゃあ・・・これでいいです。」 
           先輩「本当にそれでいいのか？」 
          心の中・・・これでいい？？これがいいんじゃないのか？？妥協をしているんじゃ 
                ないのかな。もっと素直に欲しいものを選んだらいいのに。 
  後輩「はい、それでいいです。」 
  心の中・・・ 本当は、これがいいと言いたいんだけど、図々しく思われるのが嫌なので言えないな 















    これは、よくある誤解ですね。先輩は後輩に気を使わずに気軽に家に来てほしい為に発する口癖  
  みたいなものです。せっかく先輩が「手ぶらで来いよ」と言ってくれているのですから、後輩のマナブ 
  は何も持っていかなくても怒られたりはしないでしょう。先輩に対して失礼だと思う人は、そうですね、 






















 私「一人 1000円で 30個できますか。」 
 弁当屋「はい、できますよ。」 
 そして当日、弁当が届くと消費税込みで 31500円請求された。 
 
 自分の考えでは、「一人千円」という時点でてっきり消費税込みの値段だと思い込んでいて、店員には 
それがなかったことで生じた勘違いである。このような場面に遭遇しないよう、注文する際には事前に 
確認しておくことをお勧めする。 
☆思い込みが言葉の解釈に影響する。 
 
